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）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

   

   

   

 が、一部の業者においては電子入札への対応が図られていない。   ステムの開発を千葉県と共同で千葉県電子自治体共同運営協議会に

   おいて進める。

   

   

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

 　平成20年度から全ての入札案件において電子入札の導入を行った   　現システムの賃貸借期間は平成22年度末までであるため、次期シ

   

   

   

 　電子入札の実施に伴うちば市町村共同利用電子調達システム利用  　入札契約事務の効率化、コスト縮減及び談合等不正行為の防止対  　公平性・透明性・競争性の確保と事務の効率化、談合等不正行為

 負担金等の費用を計上する。  策に資することを目的とする。  の防止策としての効果が期待できる。

   

 

 （事業実施に関する根拠法令）

  　地方自治法第234条

（事業の説明） （事業の目的） （事業の効果）

22年度

 15,522 9,572 7,551 6,140 5,808 

実
施
計
画
の
内
容

（実施計画における事業の概要） 施　　策 まちづくりの推進に向けて／成果と効率性を重視した行財政運営の推進／県と市町村が共同して運用するコンピュータ

 【入札契約のＩＴ化に関する業務】 施策体系ｺｰﾄﾞ 06-01-02-20-15 事業番号 208-1

 事務の迅速化と入札契約の透明性を確保するため、電子による入札 総事業費 44,593千円 事業期間 平成18年度～平成22年度

 事務を順次進める。
年度別事業費

18年度 19年度 20年度 21年度

決 定 額 決　　定

6,140 

(歳　入) (歳　出) 財源内訳

要 求 額 0 6,140 要　　求

連 絡 先

予算分析 臨時経費 継続事業 単独事業

目   8．財産管理費 担当課･係  契約検査室 （執行課： 契約検査室

一般財源

項   1．総務管理費                              細事業名

担 当

主 査

平成２１年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
款   2．総務費                                  事 業 名   6．入札事務電子化事業費 室 長

(佐倉市）


